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を用 い た CBP の 有効性が報告 され て い るが，施行モ

ード
， 浄化量 ，

life　timeな ど に 関して は十分に検討さ

れ て い な い ．今 回，敗 血 症 に対 す る AN −69ST 膜

hemofilterの 有効性 と安全性に つ い て後方視的 に検討

した の で報告する．

　 【方法】2014年 10 月か ら 2015年 5 月まで に重症敗

血症 に対 し AN −69ST 膜 hemofilterを用い CBP を施

行 した 9症例 を対象 とした，検討項 目は年齢，性別 ，

APACHE 　II　score ，施行 モ ー ド，開始時浄化量 ，
　 life

time，施行前と施行 24 時間後 の SOFA 　score ，　 CAI，

乳酸値などとした ．

　【結 果】年 齢 は 61．4± 16．9 歳 ， 男／女 比 は 5／4，

APACHE 　II　score は 27．3±5．2 で あ っ た．施行 モ ード

は 全 症例 CHF で
， 開始時浄化量 は 30．1± 9．2　mL ／kg／

h，life　time は 18．1± 7．2　h で あ っ たが，メ シル 酸ナ フ

ァ モ ス タ ッ ト使用 の 3症例 で は 13．3± 9．7h で あっ た．

SOFA 　score は施行 前 と施 行 24時間後で 12．0±3．O，

ll．4± 4．7，
　 CAI は 18．4± 10，8，16．7± 15．6，乳酸値は

41．2± 30．4mg ／dL
， 54．8± 44．O　mg ／dL とい ずれ も有意

な改 善 は な か っ た （P ＝O．7889，P ＝O．7562，　P ＝

0．5658）．

　 【考察】AN −69ST 膜 hemofilterは炎症性サ イ トカ

イ ン の 吸着な どの機序に よ る臨床症状の改善の 報告は

され て い るが，本検討で は臨床症状 の 改善はなか っ た．

また，メ シ ル 酸ナ フ ァ モ ス タ ッ トを使用 した症例 で は

hemofilterお よ び 血液回路 内の 凝固 によ り中断 した症

例が ある こ とか らも，今後，症例 を蓄積させ て抗凝固

剤の 選択や投与方法 などを検討する 必要が ある か もし

れ な い ．

　【結語】敗血 症 に 対 する AN ・69ST 膜 hemofilterの

有効 性 と安全性 に つ い て 後方視 的に検討 した．AN −

69ST 膜 hemofilter に メ シ ル 酸ナ フ ァ モ ス タ ッ トを使

用する場合は回路凝 固を念頭 にお き施行する 必要が あ

る か も し れ な い ．

4．メ シル 酸ナ フ ァ モ ス タ ッ トを用 い て SN （single −

　 needle ）・GMA を施行 した 2症例 の検討
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　【背景】顆粒球除去療法 （GMA ）で は 抗凝固剤 に メ

シ ル酸ナ フ ァ モ ス タ ッ ト （NM ）も しくは未分画 ヘ パ

リ ン （HP ）が使用 され る．血液流量 が 30　mL ／min と

低速で ある こ とか ら，と くに NM 使用 時 には カ ラ ム

や 回路の凝固に細心 の 注意を払い つ つ 施行され て い る．

土濃塚 らが単針顆粒 球除去療 法を報告して 以来，他施

設に お い て も SN 法を用 い た報告が 見受 けら れ る．

SN 法 にお い て は血 流停滞時間が生 じる た め，　 NM 使

用 時は カ ラ ム ・
回路凝固 の 更なる リス クを増加させ る

こ とが 考 え られ る．今回，抗凝固剤に NM を用 い て

SN −GMA を施 行 した 2 症例に つ い て検討 した の で 報

告す る．

　【方 法】症 例 1）平均血流 量 ：30mL ／min
，

血 液処

理量 ：2，500mL ，施行時間 ：84 分 ， 施行回数 ：9 回．

症例 2）平均血流量 ；30mL ／min ，血液処理量 ： 2，100

mL ，施行時間 ：70 分 ， 施行回数 ： 10 回、

　【結果】NM 初回投与量 ： 症例 1 ： 8，89± 7．82mg ，

症例 2 ；8．89± 7．82mg ．　 NM 持 続 投 与量 1 症 例 1，

23．9± 2．02mg ／h
， 症例 2，23．9± 2．02　mg ／h．2 症例 と

も回路 トラブ ル な く予定処理量 まで 治療 を行うこ とが

で きた．

　【考察 ・
結語】ア ダ カ ラ ム （製品名）添付文書に は

「メ シ ル 酸ナ フ ァ モ ス タ ッ トを使用する場合は，20〜

50mg ／時 で 注入 す る」とあ り，本 症 例 は平均 的 な

NM 投与量 で あ っ た．　 SN 法に お い て も NM を使用 し

GMA は安全に施行 で きる可 能性が示唆 された．

5．ア フ ェ レ シス の バ ス キ ュ ラ ア ク セ ス に つ い て
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　【は じめ に】当院 で は ア フ ェ レ シ ス 専用の ベ ッ トを

3床有 して お り，様々 な治療や細胞採取に対応 して い

る．臨床工学技士 は専用機器の 操作 を主 に行 っ て い る

が ， 今回 ア フ ェ レ シ ス の ア ク セ ス に つ い て 調査し た の

で 報告する．

　 【対象】2014年に当院で行 っ た全 て の ア フ ェ レ シス

療法を対象 とした．ア ク セ ス の 種類 ，場所，穿刺者 に

つ い て 調査 した．

　【結果 ・考察】施行件数は白血球除去療法 63件，血

管再生治療 8件，各種細胞採 取 40件，免疫細胞療法

67 件 ，
Plasma　pheresis　17 件 で あ っ た．白血球除去療

法は根治治療で は ない た め ，事前 の 血管確認 の 際，脱

血不十分 と判断され た場合 ，
カ テ

ー
テ ル を挿入 して の

治 療は行 っ て い な い ．Plasmapheresis で は治療上 ，

静脈か らの 採血流量で は 不十分で あ り，
シ ャ ン トもし

くは カ テ
ー

テ ル をア クセ ス とす る こ とが必須 で あ り，
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全件 CE に よ る ア ク セ ス 確保 で あ っ た．各種細胞採取

で は末梢血 幹細胞採取の 自家移植 の 場合 ， 治療 に よ り

血 管 の 状態 が 悪 い こ とが多 い ．採血流量 の 低下 は患者

の負担を増すため，カ テ
ー

テ ル 挿入例が多 くCE に よ

る ア ク セ ス確保が多か っ た．しか し ，
40 件中 4 件で

は穿刺困難症例で あ り看護 師 と協力 しア ク セ ス確保を

した．最後に免疫細胞治療で は患者 の 疾患が癌で あり，

他院にお い て治療を行 っ て い る状 況 の なか，細胞を採

取 しな くて は な らず，血管確保の 難易度は格段 に高い ．

事前 に 血管確認 を行 い ，血管 の 状 態，採血流量を総合

的 に判断し，治療の可否を決め て い る．しか し， 治療

の 特性 上
， 患者 か ら の 治療希望 が 強 く，血管 の 状態に

よ っ て は中止する こ とを事前に説明し，採取に挑 む場

合があ り，67件 中 31件で看護i師に協力を依頼 した．

全治療 で CE が ア ク セ ス 確保 し た割合は 79．5％ で あ っ

たが，穿刺困難症例 で は看護師に協力を依頼 し連携 し

て ア ク セ ス を確保する こ とで，治療件数が増加 して い

る と考え られ る．

6．菌血症 にて ス テ ロ イ ドで治療を行 えない 水疱性類

　 天疱瘡 に早期の 血漿交換療法 が 有効 で あ っ た 1 症

　 例
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　【は じめ に】水疱性 類天疱 瘡に対 しス テ ロ イ ド，免

疫抑制剤が使用で きな い ，また は ス テ ロ イ ドの 長期大

量 投与 が推 定 され る症 例 で は 血 漿交換療 法 （PE ，

DFPP ） が 絶対的，相対的適応 とな る．血漿交換療法

の 導入 に よ っ て ス テ ロ イ ドの減量 や臨床症状 の 改善が

認め られる こ とが多数報告さ れ て い る．今 回 ， 当院 に

お い て もス テ ロ イ ドが 使用で きな い 水疱性類天疱瘡に

対し，早期 の 血漿交換療法が有効で あっ た症例 を経験

した の で 報告する．

　【症 例】70歳男性．平成 26 年 8 月 頃 よ り全身に掻

痒感 を伴 う発疹が 出現 し，腎機能悪化も認 め た た め 当

院入院 となりHD 導入．　 FDL 刺入部 よ り MRSA の感

染 を 認 め ，菌血症 に て ス テ ロ イ ドの 大量投与が不可能

であるため，水疱性類天疱瘡に対する加療 として血漿

交換療法を施行 した．

　【方 法1DFPP は コ ン ソ
ール ： ACH −2 （旭 メ），

一

次膜 ：OP −05W （旭 メ），二 次 膜 ： Eva 且ux2A20 （川

澄），回路 ：DFPP −SG （旭 メ ）を 用 い た ．　 PE は膜 ：

66

OP −05W ，回路 ：PE −SG （旭 メ）を用 い た．週 2 回 を

3 カ 月行 い
，
HD は 週 3 回 施行 した．

　【結 果】血 漿 交換 療 法施 行 前 で は lg−G1509，抗

BP180 抗体 444．0で あっ た．　 PE　l 回施行後 ，
　 DFPP 　10

回施行．Ig−G，抗 BPI80 抗体 の 変動 に乏し く治療効

果 が低 い ため，再 び PE　16 回施行．血 漿交換療法施

行後 工g−G1316，抗 BPI80 抗体 27．8 と減少 を認め た．

12 月頃よ り水疱 新生 な く， 臨床症状の 改善が 認め ら

れ ，退院後 も抗 BP180 抗体 の 上 昇は 認 め られ なか っ

た．

　【考察】本症例 の よ う に 合 併症な どで ス テ ロ イ ドの

大量投与が で きな い 場 合にお い て は 血漿交換療法を施

行する こ とで 臨床症状 改善を認 めたため ，有効で あ っ

た と考え られ た．し か し HD を週 3回，　 PE を週 2 回

施行 し て い る ため，患者 の 負担 は非常に大 きい もの で

あ る ．HD と PE を直並列に て 施行する な どの 工 夫 を

し，患者の負担を軽減す る こ とが大切 で ある と思われ

た．

　【結語】 ス テ ロ イ ドで 治療を行 えない 水疱性類天疱

瘡に対 して ， 血漿交換療法は積極的に施行す る べ き治

療 法 で ある，

7，ア フ ェ レ シ ス 療 法 に おける治療中断原因の検討
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　【背景 ・目的】ア フ ェ レ シ ス 療法の 治療 中断は期待

する治療効果が達成で きな い こ とに加え高額な医療費

を必 要 とする ため，そ の 原因 を把握する こ とは重要 で

ある ．今回，ア フ ェ レ シ ス 療法の 治療中断原 因につ い

て検討した ，

　【対象
・
方法12010年か ら 2014 年 まで に当院 血 液

浄化 部 で 施行 し た 145例 （男性 65， 年齢 50 歳 （2〜

82歳）〉の ア フ ェ レ シ ス 療法 834回 （血漿交換 636回，

二 重 濾過 血漿交換 100 回，吸着式血球成分 除去療法

55 回，血漿吸着 39回，血液吸着 4 回）を対象 に治療

中断 の 原 因を分類別に 集計 した．

　【結果】治療 中断は 15 例 （10．3％）・17 回 （2．0％）

で 認 め ，1 回 の 治療中断は 13 例 （9，0％），2 回 は 2 例
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